	◎本様式中、破線枠については書類作成上の注意事項であり、実際の申請資料には記載しないこと。
・本資料について、不実または虚偽の記載、もしくは様式に対し適正な記載がされていない等の推薦案件は審査の対象から除外する。

・本資料は、Ａ４縦用紙（ﾌｫﾝﾄｻｲｽﾞ10.5pt以上）で作成すること。（手書き・両面印刷不可）


様式支援２
研究支援賞　候補調査書付属資料

「特許・実用新案一覧」

	候補案件の成果に関する特許・実用新案一覧（全件記載のこと）

	１．特許第○○○○○○号　「○○の製造方法」

○○○○年○○月○○日出願（○○○○年○○月○○日登録）
全発明者氏名：○○○○（(株)○○工業○○開発部長）
◎２．特許第○○○○○○号　「○○○の成型方法」　（○○学会○○賞受賞）

○○○○年○○月○○日出願（○○○○年○○月○○日登録）

全発明者氏名：○○○○（(株)○○工業○○開発部長）、△△△△、□□□□
３．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：


	


	・候補案件の成果に関係する受賞候補者の全ての特許・実用新案（登録されている特許・実用新案のみ）の、登録番号、タイトル、出願年月日（西暦）、登録年月日（西暦）、全発明者氏名を記載すること。（本件成果と直接関係のない特許・実用新案については記載しないこと。出願中のものは記載しないこと。）
・候補調査書「９．候補者の成果に関する主要特許・実用新案・論文」に記載した特許については、本資料にも記載するとともに、◎印を付すこと。

・「全発明者氏名」欄について、氏名を特許・登録公報（旧公告広報）と同じ順番で省略せずに全て記載し、受賞候補者は特許出願時の役職を記載のうえ、下線を付すこと。

・一覧に記載した特許・実用新案に関連する発明について、各種表彰や学会賞等を受賞している場合には、その旨をタイトルの後にかっこ書きで記載すること。

・一覧に記載した全ての特許又は実用新案の特許・登録公報（旧公告公報）の写を添付すること。（公開特許公報は登録の確認ができないため不可）（写はＡ４縦用紙で統一し、１件ごとに左肩をホチキスで留め、右肩に一覧に記載した通し番号を付記すること。両面印刷可。）
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